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３ 要旨

農業総合センター内温度勾配ハウスにおけるポット等での栽培により、2～3℃の気温上昇、1～2℃の地温上昇時のアス

パラガスへの影響について検討した。

（１）春の萌芽期において、若茎伸長が促進され、萌芽から収穫までの日数が短縮された（表１、表２）。

（２）夏から秋の株養成期においては、貯蔵根糖度の低下や、立茎後の草丈、茎数の減少が見られた（図１、図２）。また灌

水が十分に行われないと、地温上昇の影響がより大きくなることが予想される（表３）。

４ 成果を得た課題名

(1) 研究期間 平成２０年度～２４年度

(2) 研究課題名 温暖化に伴う気象変動予測と影響評価

(3) 参考となる成果の区分 指導参考
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気温の差

Ａ（外気温相当） 32.4 9.6 b 3.8 a
Ｂ（外気温相当＋2℃） 31.9 8.6 a 4.5 b
Ｃ（外気温相当＋3℃） 31.3 7.9 a 4.7 b

表２ 気温の差が萌芽及び若茎の伸長に及ぼす影響

注１）4月4日～5月27日までに萌芽した若茎を対象とした。
注２）伸長量は、収穫時の茎長を萌芽～収穫までの日数で
除した値である。

注３）同一アルファベット間は、Tukeyの多重比較により
5％水準で有意差がないことを示す。

萌芽～収穫まで
の日数（日）

若茎伸長量
（cm/日）

萌芽までの
日数(日)

表１ 気温と地温の変化
項目 測定位置
Ａ（外気温相当） 10.3 15.7
Ｂ（外気温相当＋2℃） 11.7 17.8
Ｃ（外気温相当＋3℃） 12.3 19.0
差（C-A） 2.0 3.3

Ａ（外気温相当） 14.6 18.9
Ｂ（外気温相当＋2℃） 15.9 20.3
Ｃ（外気温相当＋3℃） 16.1 21.0
差（C-A） 1.5 2.1

（℃）

気温

地温

４月 ５月

図２ 気温の差が株養成期の生育に及ぼす影響
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図１ 気温の差による貯蔵根糖度の推移
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Ｃ外気温＋3℃ 項目 測定位置 ９月
Ａ（外気温相当） 21.9
Ｂ（外気温相当＋2℃） 24.0
Ｃ（外気温相当＋3℃） 25.5
差（C-A） 3.6

灌水多 灌水少
Ａ（外気温相当） 23.8 24.1 0.3
Ｂ（外気温相当＋2℃） 25.9 27.0 1.5
Ｃ（外気温相当＋3℃） 25.5 27.6 2.1
差（C-A） 1.7 3.5 1.8

注２）25㍑プランター栽培での測定
注１）灌水多：1回／日 灌水少：1回／週

表３ 気温と地温の変化

地温

気温

差(多-少)

（℃）


